
知
音 

（
呂
氏
春
秋
） 

 

伯 
 
 

牙 
  

鼓 
 
 

琴 
 

、  

鍾 
  

子 
  

期 
  

聴 
 
 

之  

。 

伯
牙

は

く

が

琴
を
鼓こ

し
、
鍾

し
ょ
う

子し

期き

之
を
聴
く
。 

伯
牙
が
琴
を
弾
く
と
、
鍾
子
期
は
そ
れ
を
聴
い
た
。 

方 
  

鼓 
 
 

琴 
 
 

而 
 
 

志 
 
 

在 
  

太 
 

 

山  
 

、 

琴
を
鼓
し
て
志
太
山

た
い
ざ
ん

に
在
る
に
方あ

た
り
て
は
、 

（
伯
牙
が
）
琴
を
弾
い
て
、
泰
山
に
登
る
さ
ま
を
思
い
描
く
と
、 

鍾 
  

子 
 
 

期  
 

曰 
  

、 

鍾
子
期
曰
は
く
、 

鍾
子
期
は
、 

「善 
 

哉 
 

乎 
 

、
鼓 

 

琴 
 

。 

「
善
き
か
な
、
琴
を
鼓
す
る
や
。 

「
な
ん
と
上
手
に
、
琴
を
弾
く
こ
と
よ
。 

巍 
 

巍 
 

乎 
 

若 
 

太 
 

山 
 

。
」 

巍
巍

ぎ

ぎ

乎こ

と
し
て
、
太
山
の
若
し
。」
と
。 

 

高
く
険
し
い
さ
ま
を
表
し
て
、
泰
山
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。」
と
言
っ
た
。 

少 
 

選 
 

之 
 

間 
 

、 

而 
 

志 
 

在 
 

流 
 

水 
 

、  

少
選
の
間
に
し
て
、
志
流
水
に
在
れ
ば
、 

 

し
ば
ら
く
し
て
、（
伯
牙
が
琴
を
弾
い
て
）
水
の
流
れ
る
さ
ま
を
思
い
描
く
と
、 

鍾 
 

子 
 

期 
 

又 
 

曰 
 

、 

鍾
子
期
又
曰
く
、 

鍾
子
期
は
ま
た
、 



「善  

哉 
 

乎 
 

、
鼓 

 

琴  

。 
「
善
き
か
な
、
琴
を
鼓
す
る
や
。 

「
な
ん
と
上
手
に
、
琴
を
弾
く
こ
と
よ
。 

湯 
 

湯 
 

乎 
 

若 
 

流 
 

水  
 

。
」  

 

湯

湯

し
ょ
う
し
ょ
う

乎
と
し
て
流
水
の
ご
と
し
。」
と
。 

 

水
が
勢
い
よ
く
流
れ
る
さ
ま
を
表
し
て
、
流
水
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
。」
と
言
っ
た
。 

鍾 
 

子 
 

期 
 

死 
 

。 

鍾
子
期
死
す
。 

そ
の
鍾
子
期
が
死
ん
だ
。 

伯 
 

牙 
 

破 
 

琴 
 

絶 
 

絃 
 

、 

伯
牙
琴
を
破
り
絃
を
絶
ち
、 

伯
牙
は
琴
を
壊
し
て
、
絃
を
切
り
、 

終 
 

身  

不 
 

復  

鼓 
 

琴  

。 

終
身
復
た
琴
を
鼓
せ
ず
。
（
一
部
否
定
） 

死
ぬ
ま
で
二
度
と
琴
を
弾
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

以 
 

為 
 

世 
 

無 
 

足 
 

復 
 

為 
 

鼓 
 

琴 
 

者 
 

。 

以
為

お

も

へ
ら
く
世
に
復
た
為
に
琴
を
鼓
す
る
に
足
る
者
無
し
と
。 

（
伯
牙
は
）
事
を
弾
い
て
も
聞
か
せ
る
に
値
す
る
人
が
、
も
う
い
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

【
書
下
し
練
習
】 

伯 

牙 

鼓 

琴 

鍾 
 

子 

期 

聴 

之
。
方 

鼓 

琴 

而 

志 

在 

太 

山 

、 

鍾 
 

子 

期 

曰
、 

「
善 

哉 

乎
、
鼓 

琴 

。
巍 

巍 

乎 

若 

太 

山 

。」 

少 

選 

之 
 

間
、
而 

志 

在 

流 

水 

、 

鍾 

子 

期 

又 

曰 

、 

「
善 

哉 

乎
、
鼓 

 

琴 

。
湯 

湯 

乎 

若 

流 

水 

。」 

鍾 

子 

期 

死 

。 

伯 

牙 

破 

琴 

絶 

絃
、
終 

身 

不 

復 

鼓 

琴
。 

以 

為 

世 

無 

足 

復 

為 

鼓 

琴 

者
。 

 


